
 

 

 

 

 

 

 

 

【漢字の読み書き】 

漢字の読み書きについて、全国平均正答率を１００とした場合の、武蔵村山市立中学

校５校の平均正答率を、前回の同調査結果と比較をしました。「漢字を書く」問題の平均

正答率が大幅に高くなっていることが分かります。     

また、漢字の読みの問題「会議で決を採る」の平均正答率は７６．４％で、全国平均正答率７３．８％、

東京都平均正答率７５．１％を上回っていました。       ＜中学校３年生＞ 

平成１７年度から実施している小学校

３・４年生の漢字検定に加え、平成２４年

度からは、中学校においても実施していま

す。現在の中学校３年生は、小学校３年生

の時にも実施をしているので、継続的な取

組の効果が表れてきているものと考えられ

ます。 

また、平成２５年度から「武蔵村山市立

学校 漢字ステップアップシート」を全児

童・生徒を対象に実施するため、現在、試

行版を各小学校の１年生から４年生までで実施しているところです。試行結果を踏まえ、児童・生徒が、

自ら目標をもって意欲的に学習する態度を身に付け、主体的に家庭学習に取り組めるよう、教育委員会で

中学校３年生までの完全版を作成してまいります。 

 

【無回答】 

 平成１５年、ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）が国際的に実施した「生徒の学習到達度調査」（いわゆるＰ

ＩＳＡ調査）において、自由記述式問題の無回答率が、ＯＥＣＤ平均よりおよそ８％も高かったことが大

きく報道されました。 

 平成２４年度の「全国学力・学習状況調査」の結果から、武蔵村山市の児童・生徒の実態として、全国

平均よりも更に「無回答率」が高いことが明らかとなっています。 

 

【中学校「国語Ｂ（主として活用に関する問題）」】 

 １ 話すこと・聞くこと、書くこと 

この問題は、作家の大岡玲さんと女優の壇ふみさんの対談の一部を読み、その内容に対しての自分の考

えを書くことができるかどうかを見るものです。 

ここでは、２人の対談者いずれかの発言内容を

取り上げ、自分がこれからどのような言葉の使い

方をしたいのかについて、８０字以上１２０字以

内で書くことが求められています。 

下の表のとおり、この問題の平均正答率は、全

国平均正答率を上回っているものの、無回答率は

およそ２倍となっていることが分かります。 

 

 

 

 
 

【小学校「算数Ｂ（主として活用に関する問題）」】 

 １（２）数と計算 

この問題は、代金６３０円に対して、１０３０円

よりも１１３０円を支払った時の方が、おつりの硬

貨の枚数が尐なくなるわけを書くものです。複数の

考え方を比較して、どちらが合理的な支払い方にな

るのかを数学的に表現することが求められています。 

平均正答率は、全国平均正答率を上回り、大きな

成果を上げていますが、無回答率が高いことも分か

ります。説明をすることや書くことに対して自信が

ない児童に対して、進んで書くことができる力を身

に付けさせる必要があります。 

 平均正答率（％） 無回答率（％） 
   

武 蔵 村 山 市 ４７．０ ９．２ 

全国（公立） ４２．８ ５．６ 

 

 平均正答率（％） 無回答率（％） 
   

武 蔵 村 山 市 ２０．７ ２５．７ 

全国（公立） ２０．６ １３．１ 

成果平 均 正 答 率全国平均より＋ ０．１ポイント 

課題無 回 答 率全国平均より＋１２．６ポイント 

（無回答率とは、回答欄に記述をしない生徒の割合です）  
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成果平 均 正 答 率全国平均より＋ ４．２ポイント 

課題無 回 答 率全国平均より ＋ ３．６ポイント 

（無回答率とは、回答欄に記述をしない児童の割合です）  
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問題形式別の平均正答率【小学校】
（全国平均正答率を100とした場合の比較）

●「選択式」→ア・イ・ウなどの選択肢から選ぶ問題 

●「短答式」→言葉や数字を当てはめる問題 

●「記述式」→考えなどを文章で記述する問題 

64.7 

82.2 

85.4 

60 65 70 75 80 85 90

記述式

短答式

選択式

問題形式別の平均正答率【中学校】
（全国平均正答率を100とした場合の比較）

【質問紙調査から】 
同調査の「児童・生徒質問紙」調査から、武

蔵村山市立学校の児童・生徒の生活の様子が分

かります。 

 左側の２つのグラフから見られるとおり、平

日、児童・生徒が「テレビやビデオ・ＤＶＤを

見たり聞いたりする」時間が全国平均と比べる

と長い傾向があり、中学生になるとその違いは

顕著です。一方、右側のグラフから見られると

おり、平日の家庭における学習時間を全国平均

と比較してみると、テレビ等の視聴時間とは逆

に、家庭学習時間が短いことが分かります。特

に、１時間以上家庭学習を行う割合で比較する

と小学生では１８．８ポイント、中学生では１

３．５ポイントの差が見られます。 

児童・生徒が進んで家庭学習に取り組んでい

けるよう、学校での指導も工夫をしてまいりま

す。 

 

テレビ等の視聴時間 
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平日の家庭学習時間 
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【記述式の問題】 

全国学力学習状況調査では、

大きく分けると「選択式」「短

答式」「記述式」の３つの問題

形式から構成されています。国

語、算数・数学、理科の３教科

を併せて、問題形式別に分析を

してみました。全国平均正答率

を１００とした場合、小・中学

校ともに「記述式」の問題の正

答率が低いことが分かります。 

学校では、「確かな学力」を

身に付けるために、その基盤と

なる「言語能力」を高めていく

ことが重要視されています。 

平成２５年度、武蔵村山市の

全ての小・中学校において、「言

語能力」向上を図るための校内

研究を通して、子供たちの「確

かな学力」を高める予定となっ

ています。 

学校と家庭が連携して「自分の考えを表現できる」児童・生徒を育てるために 

～テレビやＤＶＤを見る時間を減らし、家庭学習の時間へ～ 

１ ほめて自信をもたせましょう 
児童・生徒が、自分の考えを文章で書いたり、説明したりする力を高めるためには、失敗することを恐れず、進んで表

現できるようにすることが大切です。たとえ児童・生徒が失敗をしても、いろいろと自分で取り組んだり、考えたりした

ことをほめることが、子供たちが進んで取り組む意欲につながります。 

学校でも、児童・生徒のよいところをたくさんほめていきますので、家庭でも、たくさんほめてあげてください。そし

て、そこから始まる親子の会話も、児童・生徒の言語能力が高まる一つの大切な要素になります。 

２ 家庭学習の習慣を 

つけさせましょう 
１５分を単位として、学習時間を確保し、

毎日勉強させてください。 

遊びと勉強のけじめをつけるためにも、

勉強をする場所と遊ぶ場所を区別させるこ

ともいいでしょう。場所がなければ、机の

向きや座る場所を変え、勉強をする場所を

固定することも習慣づけるための工夫の１

つです。 

平成２５年度から全小・中学校で活用す

る予定の「漢字ステップアップシート（右

図参照）」を家庭学習でも活用してくださ

い。基礎・基本が一層定着していくことが、

児童・生徒の自信にもつながっていきます。 

 


